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3月
会会会会議議議議例例例例定定定定

3日～19日を可決‼
平
成
２２
年
第
１
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
２１
年
度
補
正
予

算
７
件
、
２２
年
度
予
算
８
件
の
ほ
か
、
条
例
６
件
、
石
川
中
央
広

域
圏
の
廃
止
、
請
負
契
約
の
変
更
の
２３
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
１
名
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

議会費（１．６％）
１億１７９６万円 農林水産業費等（３．４％）

２億５２５６万円
消防費（３．３％）
２億５０６１万円

土土木木費費（（９９．．６６％％））
７７億億１１７７８８８８万万円円

民生費（３５．４％）
２６億５２３７万円

衛生費（９．８％）
７億３５３１万円

教育費（１１．２％）
８億４２７２万円

借入金の
返済（１３．４％）
１０億２８万円

総務費（１２．３％）
９億２２３１万円

平成２２年度特別会計

総額 ５７億９，２６９万円

採決の結果

全員賛成

〃

〃

〃

〃

〃

〃

前年度比

△１３．６％

４．９％

△５．６％

△９８．７％

３．７％

０．５％

△５．１％

△５．９％

予 算 額

１１億９，０００万円

３，３００万円

２４億５，２２０万円

２万円

１億９，１８０万円

１２億１，３１０万円

７億１，２５７万円

５７億９，２６９万円

会 計 名

公共下水道事業

新エネルギー事業

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

後期高齢者医療

介 護 保 険

水道事業会計

合 計

特

別

会

計

74 億
9200万円

役場庁舎でのグリーンカーテン

支 出
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自
主

財

源

依

存

財

源

平成２２年度一般会計

総額７４億９，２００万円
地方譲与税（１．０％）
７５００万円地方消費税

交付金（２．６％）
１億９５００万円

地方特例交付金等（１．６％）
１億１９２４万円

県支出金（６．６％）
４億９７０７万円

借入金（８．５％）
６億３２９０万円 町税（３３．２％）

２４億８８７９万円

繰入金（３．６％）
２億６９９９万円

地方交付税（２５．５％）
１９億１０００万円

諸収入（３．１％）
２億３４９０万円

分担金及び負担金（２．９％）
２億１８２１万円使用料及び手数料等

（０．７％）４７６５万円

町の貯金と借金（平成２１年度末見込）

地方債（借金）の残高

総務関連事業債 ８億９，４３３万円

民生関連事業債 ２億８，３６９万円

衛生関連事業債 ６，７２９万円

土木関連事業債 ２５億５，５４１万円

教育関連事業債 ２１億６７万円

臨時財政対策債 ２５億７，９８５万円

その他の町債 ７億９６３万円

一般会計町債の計 ９１億９，０８７万円

町民１人あたり ３４３，３６０円
特別会計の町債 １００億５，９３６万円

水道事業の町債 ９億５，１４５万円

基金（貯金）の残高

財政調整基金 ４億６，５９８万円

公用、公共用施設整備基金 １億９，３９１万円

義務教育施設整備基金 １億５，８０２万円

（仮称）高齢者いきいき健康 １億２，０８０万円
センター整備基金

土地開発基金 １億１９３万円

その他の基金 １億６，９４０万円

一般会計基金の計 １２億１，００４万円

町民１人あたり ４５，２４０円
特別会計の基金 ７，８９８万円

※平成２２年３月末の人口 ２６，７４９人

（４３．５％）

74 億
9200万円

（５６．５％）

国庫支出金（１０．７％）
８億３２５万円

収 入
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                343,600

jyoho
ノート注釈
jyoho : MigrationConfirmed

jyoho
ノート注釈
jyoho : MigrationNone



庁
舎
エ
コ
改
修
事
業

に
２
２
０
０
万
円

太
陽
光
発
電
設
備
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
設
置
等

保
健
セ
ン
タ
ー

耐
震
補
強
工
事
に

２
１
０
０
万
円

新
規
事
業
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

７４
億
９
千
万
円
を
ど
う
活
か
す
の
か

２２
年
度
予
算
を
集
中
審
議
す
る
た
め
の
、
予
算
審
議
会
を
３
月
１０
日
と
１１
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

総
額
７４
億
９
２
０
０
万
円
の
予
算
案
に
対
し
活
発
な
質
疑
を
応
酬
。
主
な
質
疑
の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

地域連携事業の内容は
Ｑ

住
民
交
流
委
託
事
業
負
担

金
の
内
訳
内
容
を
聞
く
。

Ａ

金
沢
市
と
行
政
連
絡
会
を

結
ん
で
お
り
、
凧
揚
げ
大
会
、

文
化
祭
で
の
文
化
交
流
、
女

性
会
で
の
交
流
を
各
団
体
に

委
託
し
て
い
る
。

ま
た
、
北
陸
新
幹
線
開
業

に
向
け
た
会
議
の
負
担
金
で

は
、
観
光
部
会
、
農
産
物
特

産
品
部
会
、
も
て
な
し
部
会

の
３
つ
の
活
動
を
し
て
い
る
。

予
算
審
議
会

内
灘
公
民
館
管
理
費

減
額
の
理
由
は

Ｑ

内
灘
公
民
館
管
理
費
の
う
ち
、

修
繕
費
等
が
２１
年
度
は
４
４
１
万

６
０
０
０
円
だ
が
新
年
度
は
３８
万

７
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

Ａ

例
年
、
内
灘
公
民
館
の
修
繕
費

も
合
わ
せ
て
計
上
し
て
い
る
が
、

新
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
２１

年
度
３
月
補
正
に
お
い
て
き
め
細

や
か
な
交
付
金
を
用
い
て
修
繕
す

る
た
め
減
額
と
な
る
。

生
命
と
財
産
を
守
る

救
急
救
命
士

Ｑ

現
在
、
救
命
士
は
何
人
い
て
、

町
の
規
模
か
ら
何
人
が
必
要
か
。

恋
人
の
聖
地

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
設
置
は

Ｑ

恋
人
の
聖
地
振
興
事
業
費
１

５
０
万
円
の
内
訳
は
。
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
は
ど
こ
に
ど
う
い
う
も
の
を

考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ

活
動
費
で
５０
万
円
、モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
の
設
置
費
用
は
１
０
０
万

円
、道
の
駅
放
水
路
側
に
ウ
ッ
ド
テ

ラ
ス
を
設
置
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

１５０万
円

４４１万
円
↓

３８万
円

５６万
円

道の駅に設置された東屋

室公民館の交流

町文化会館

耐震工事される保健センター

２４８万
円
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子
ど
も
手
当
に

５
億
５
９
０
０
万
円

そ
の
う
ち
児
童
手
当
分
は
１
億
９
１
０

０
万
円
（
町
負
担：
５
３
０
０
万
円
）

水
銀
灯
改
修
工
事

（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
）
に

３
０
０
万
円

医
科
大
通
り
交
差
点
の
一
部
街
灯
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
に
改
修

街灯を LEDに更新

公
園
の
改
修
に

２
０
０
０
万
円

１３
公
園
の
遊
具
や
ベ
ン
チ
等
を
改
修

その他の新規事業
町長車リース １０７万円
７人乗りハイブリッド車

防犯パトロール車購入費 ３１６万円
１０人乗りワゴン車

羽幌町姉妹都市提携調印
３０周年記念式典事業 １９９万円
特別旅費等（１５人分）

旅順口区訪問事業 １３３万円
特別旅費等（５人分）

子どもの任意予防接種助成事業 ６６万円
おたふく、水痘、ヒブ ０～３歳（Ｈ２３～０歳の
み対象） ＠各１，０００円助成

人間ドック助成金（一般会計）
７割相当助成 １２０万円

手話通訳者設置事業 ３８万円
手話通訳者を役場庁舎内に設置（月２回程度）

農業振興地域整備計画委託料 ２２０万円
農用地利用計画及びマスタープランの変更等

放水路法面景観整備工事 １００万円
景観に優れた植物を放水路法面に植栽し、観
光地としてＰＲ

小濱神社・着弾地観測所跡通路土地購入費
２８９万円

通路整備工事は町土地改良区が施工

企業誘致業務委託料 １００万円
企業誘致に関する随時調査費用

地震防災マップ作成業務委託料 ４５０万円
「ゆれやすさマップ」、「地域の危険度マップ」
を作成

粟崎遊園・内灘闘争記録データ使用料５０万円
歴史民俗資料館での説明用

Ａ

現
在
救
命
士
は
９
人
だ
が
、
活

動
を
行
な
っ
て
い
る
の
は
６
人
。

非
常
時
の
補
充
を
含
め
て
常
時

７
人
が
必
要
で
、
常
時
補
充
体
制

を
と
っ
て
い
か
な
い
と
救
急
隊
員

が
確
保
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
助
成
金

減
額
の
理
由
は

Ｑ

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
交
付
金
と

リ
サ
イ
ク
ル
育
成
助
成
金
が
そ
れ

ぞ
れ
５０
万
円
減
額
の
理
由
を
聞
く
。

Ａ

町
内
全
体
の
ご
み
収
集
量
が
減

少
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
が
増
加

し
、
売
却
収
入
が
あ
る
た
め
減
額

し
た
。

リサイクルステーション

昨年の震災訓練

６００万
円
↓

５００万
円

うちなだ議会だより 第 101号 平成22年4月27日5



平成２１年度一般会計補正予算
一般会計は１億４３９８万円を減額し、総額８５億１９３６万円となりました。（全員賛成）

補正後の予算総額

８５億１，９３６万円

１６億７，９８７万円

３，８９６万円

２６億８，６４８万円

１億８，０７２万円

１２億４，６１４万円

７億４，４７９万円

１５０億９，６３２万円

補正額

△１億４，３９８万円

１，０５０万円

０円

５，９０６万円

△５１４万円

△４０７万円

△６８０万円

△９，０４３万円

会 計 名

一 般 会 計

公共下水道事業

新エネルギー事業

国民健康保険

後期高齢者医療

介 護 保 険

水 道 事 業

合 計

特

別

会

計

保健センター調理実習室
設置工事 1,281万円
保健センターの機能強化のため調理実習室を
設置する。

サイクリングターミナル
屋根修繕工事 270万円
本館屋根の防水水切修理及び外部巾木部分修理。

文化会館施設改修工事 147万円
2 階トイレの洋式化、ベビーシートの取り付
け等。

体育施設修繕工事 769万円
プール監視カメラ取替 3台分
総合グラウンドトラック修繕等。

温水プール屋根修繕工事 477万円
屋根部分の鉄骨の塗装。
ガラス張り全体のコーキング。

地区公民館施設改修工事 452万円
クロス張替え、畳換え、トイレ修繕等。

給食センター設備・機器
修繕工事 200万円
調理用機器、設備、プレハブ冷凍庫、配管等
修繕。

消防第３分団格納庫外壁
補修工事 129万円
11 年経過した外壁に亀裂が入り、雨漏りが
生じているため合板を張り付け、補修。

雨水ポンプ場水中ポンプ
分解整備工事 1,200万円
大根布第 2、第 3ポンプ場主ポンプのオー
バーホール。

清湖小学校プール改修工事 609万円
プール内の塗装が剥離し、児童が怪我をする
等危険なため、改修する。

給食センター備品購入 449万円
コンテナ 1台、和え物保存用冷蔵庫、食器
消毒保管庫購入。

向粟崎保育所遊具設置工事 346万円
老朽化し危険なため撤去された木製複合遊具
の代替として複合遊具キッズコンビを設置する。

サイクリングターミナル
備品購入 366万円
屋外飲食店舗型ユニットハウス、飲食スペー
ス備品、厨房機器。

�主な内容
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契契契契契契契契契契契契契契
約約約約約約約約約約約約約約
のののののののののののののの
変変変変変変変変変変変変変変
更更更更更更更更更更更更更更

職
員
の
勤
務
時
間
等
の
条
例

１
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
を
４０
時
間
か
ら
３８
時
間
４５
分

に
改
め
る
改
正

（
全
員
賛
成
）

議
会
の
議
員
報
酬
等
の
条
例

特
別
職
、
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
等
の
条
例

期
末
手
当
の
支
給
率
を
改
正
し
、
引
き
続
き
特
別
職
、
教

育
長
の
給
料
額
を
２
パ
ー
セ
ン
ト
減
額
す
る
改
正（全

員
賛
成
）

国
民
健
康
保
険
税
条
例

応
能
応
益
割
合
で
、
医
療
分
と
支
援
金
分
の
所
得
割
率
を

変
更
す
る
改
正

（
全
員
賛
成
）

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
設
置
条
例

鶴
ケ
丘
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
を
、
第
一
と
第
二
に
分
割
す
る

改
正

（
全
員
賛
成
）

条条条条条条条条条条条条条条

例例例例例例例例例例例例例例

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
条
例

福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例

両
施
設
の
入
館
料
の
改
定

（
全
員
賛
成
）

（
５
月
１
日
か
ら
）

現
行

改
正

比
較

中
学
生
以
上

３
７
０
円

４
０
０
円

３０
円
増
額

小

学

生

１
５
０
円

１
０
０
円

５０
円
減
額

４
歳
以
上

１
０
０
円

１
０
０
円

変
更
な
し

サンセット号の利用案内

手を上げる 可愛い笑顔に 待つ笑顔鉄棒できるかな

総
合
公
園
大
型
遊
具
整
備
工
事
で
、
案
内
看
板
な
ど
を
追

加
整
備
す
る

２
億
２
４
１
７
万
円

←

２
億
３
０
０
５
万
円

（
５
８
８
万
円
増
）

（
全
員
賛
成
）

うちなだ議会だより 第 101号 平成22年4月27日7



子ども手当の全額国庫負担を求める意見書
（賛成 13人、反対 1人、棄権 1人）

◎提出議員 藤井 良信
賛成議員 南 守雄

渡辺 旺
中川 達

◎趣 旨
政府は、2010年度から「子ども手当」をスター
トさせる。その財源は当初全額国庫負担と明言して
いたが、10年度限りの暫定措置とはいえ、一方的
に地方にも負担を求める結論を出した。
しかも 10年度の支給方法は、現行の児童手当を
併給させ、変則で極めて遺憾である。また地方の意
見を十分に聞くこともなく決定するのは、地方と国
の信頼関係を著しく損なうものであり、「地域主権」
という言葉とは裏腹な対応は誠に残念である。
よって11年度以降の子ども手当の本格的な制度設
計には、当初明言していた通り、全額国庫負担とし、
新しい制度としてスタートすることを強く求める。

「核兵器のない世界」に向けた
政府の責任を果たすことを求め
る意見書 （全員賛成）

◎提出議員 北川 悦子
賛成議員 北川 進

夷藤 満
恩道 正博

◎趣 旨
１．核兵器廃絶を主題とした国際交渉を開
始することを世界に呼びかけること。
２．核兵器保有国に対して、来年の国連・
NPT（核不拡散条約）再検討会議で、
核兵器廃絶を達成する「明確な約束」を
再確認することを求め、その実現に向け
て最大限の努力を行うこと。

本
会
議
で
採
択
し
た
請
願
の
趣
旨
に
沿
っ
た
意
見
書
を
、

内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
関
係
大
臣
に
提
出
し
、そ
の
実
現

を
要
請
し
ま
し
た
。

継継
続続
審審
査査

Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
推
進
路
線
の
見
直
し
を
求
め
、日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
推
進
に
反
対
す
る

２
回
目

（
継
続
に
賛
成
１４
人
、
反
対
１
人
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
す
み
や
か
な
廃
止
を
国
に
要
望
す
る

２
回
目

（
継
続
に
賛
成
１３
人
、
反
対
２
人
）

介
護
保
険
制
度
の
抜
本
的
な
基
盤
整
備
を
求
め
る

１
回
目

（
継
続
に
賛
成
１４
人
、
反
対
１
人
）

◎
請
願
者

石
川
県
河
北
郡
内
灘
町
字
千
鳥
台
３
丁
目
５３
番
地

公
明
党
内
灘
支
部

地
区
委
員

土
屋

克
之

◎
紹
介
議
員

藤
井

良
信

◎
趣

旨

１.

２
０
２
５
年
ま
で
に
「
介
護
施
設
の
待
機
者
解
消
」
を
目
指
す
。
そ
の
た

め
に
、
介
護
３
施
設
を
倍
増
さ
せ
、
特
定
施
設
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
３
倍

に
増
所
す
る
。

２.

在
宅
介
護
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
た
め
に
、
２４
時
間
３
６
５
日
訪
問
介
護

サ
ー
ビ
ス
へ
大
幅
な
拡
充
を
行
な
う
ほ
か
、
家
族
介
護
が
休
息
を
と
れ
る
よ

う
「
レ
ス
パ
イ
ト
（
休
息
）
事
業
」
も
大
幅
に
拡
大
す
る
。

３.

煩
雑
な
事
務
処
理
の
仕
分
け
を
行
な
い
、
手
続
き
を
簡
素
化
、
要
介
護
認

定
審
査
を
簡
略
化
し
、
す
ぐ
に
使
え
る
制
度
に
転
換
す
る
。

４.

介
護
従
事
者
の
大
幅
給
与
ア
ッ
プ
な
ど
の
待
遇
改
善
に
つ
な
が
る
介
護
報

酬
の
引
き
上
げ
を
行
な
う
。

５.

介
護
保
険
料
の
上
限
が
高
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
抑
制
す
る
た
め
、
公

費
負
担
割
合
を
５
割
か
ら
、
当
面
６
割
に
引
き
上
げ
、
２
０
２
５
年
に
は
介

護
保
険
の
３
分
の
２
を
公
費
負
担
で
ま
か
な
う
。

審査しました あなたの請願

議員提出意見書を採択
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！原因を追及
1．新年度予算案審議の議会全員協議会で、「地場
産農産物加工品開発推進委託料」（１５００万円×３
年間＝計４５００万円）活用の委託業者選定方法と
議会への対応問題を追及した。
２．その結果、議会では「町が平成２１年８月６日
付けで委託業者との間に業務委託契約を締結す
るに至った経緯について町議会への報告を含め、
委託業者選定と議会への対応に大きな問題が
あった」ことを認め、このことは「議会との信
頼関係を著しく損なう問題である」とした。
３．議会は議会最終日の３月１９日開催の議会全員
協議会で、こうした結果を報告すると同時に、
本会議での委員長報告では、町に対して「このような事態を引き起こした原因と今後の対策及び
その責任の所在を明確にするよう」求めた。そして「この委託料を活用した事業への予算執行を
停止することを申し入れる」とした意見を付し、新年度予算案を全員一致で議決した。
４．３月２９日に八十出町長より能村議長に対して、謝罪と下記の内容が文書で示された。４月１日
に産業建設常任委員会は、その内容を確認し、能村議長が本件の終結を町へ伝えた。

１．問題の原因

（１） 毎議会終了直後に行なっている部長会（町長、副町長、教育長、部長級職員で構成）での重
要課題の確認において本件を対象課題に入れていなかった。〔その時点での関係者の問題意識欠
如〕

（２） 議会の各会議議事録がありながらこれを後日確認していなかった。
（３） 議会での約束事（職員の発言）についての進捗状況の確認がなかった。
（４） 実際に事業委託を進めていながら関係者の誰もが議会対応についての気づきがなく、結果と
して議会での説明機会を逃してしまった。

２．今後の対策

全てをルール化し、関係者全員がこのルールを励行することにより、本件に象徴されるような問
題の再発を防止することを徹底する。

3．責任の所在
今回の問題は、議会との約束を守らなかったことにより発生したものである。全ての責任は町長

にあるが、これらの過程を管理する責任者は副町長としており、本人には厳しく注意すると同時に、
今後、議会との信頼関係を確立するための効果的な方策を講ずるよう厳命した。

提出された文書

農産物開発推進委託料・計４５００万円の内容が議会へ報告されず
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
指
導
せ
よ

Ｑ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
受
注
業

務
は
、
会
員
に
広
く
業
務
が
行
き
届
く
よ

う
に
指
導
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ

業
務
の
内
容
や
場
所
等
に
よ
っ
て
偏

る
こ
と
も
あ
る
が
、
会
員
に
広
く
就
業
の

機
会
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
事
務
所
に
お

願
い
し
て
い
く
。

Ｑ

庁
舎
の
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
設
置
場

所
は
、
庁
舎
の
景
観
に
十
分
配
慮
せ
よ
。

Ａ

発
電
の
効
率
化
の
た
め
、
パ
ネ
ル
設

置
角
度
等
を
協
議
し
、
設
計
段
階
で
検
討

す
る
。

Ｑ

計
画
し
た
都
市
計
画
事
業
で
、
環
境

が
変
わ
り
、
止
ま
っ
て
い
る
事
業
は
見
直

し
を
し
な
い
の
か
。

Ａ

事
業
遂
行
に
努
力
し
て
い
る
が
、
計

画
の
見
直
し
や
先
行
取
得
し
た
土
地
の
利

用
方
法
・
処
分
も
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ

閉
館
し
た
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
使
用
し

な
い
備
品
は
、
価
値
の
あ
る
う
ち
に
処
分

す
れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ

他
の
施
設
で
利
用
で
き
る
も
の
以
外

は
、
処
分
し
て
収
入
に
な
ら
な
い
か
所
管

部
署
と
協
議
す
る
。

売
店
の
営
業
は

Ｑ

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
前
に
設

置
予
定
の
屋
外
売
店
は
平
日
も
営
業
す
れ

ば
ど
う
か
。

Ａ

今
後
、
状
況
調
査
を
行
な
い
販
売
メ

ニ
ュ
ー
等
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

Ｑ

な
ぜ
保
健
セ
ン
タ
ー
に
調
理
実
習
室

を
つ
く
る
の
か
。
他
の
施
設
利
用
で
き
な

い
の
か
。

Ａ

保
健
セ
ン
タ
ー
の
調
理
実
習
室
は
、

生
活
習
慣
病
予
防
や
母
子
保
健
で
の
栄
養

指
導
等
、
健
康
づ
く
り
に
お
い
て
は
欠
か

せ
な
い
必
要
性
の
高
い
施
設
で
あ
る
。
平

成
２２
年
度
か
ら
町
の
食
育
推
進
計
画
に
基

づ
き
事
業
が
展
開
さ
れ
、
そ
の
利
用
頻
度

は
拡
大
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｑ

手
話
通
訳
者
設
置
事
業
の
委
託
先
及

び
内
容
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ

委
託
先
は
、
石
川
県
聴
覚
障
害
者
協

会
へ
お
願
い
す
る
。
内
容
は
、
従
来
ま
で

は
聴
覚
障
害
者
の
方
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た

場
合
に
手
話
通
訳
者
を
病
院
等
に
派
遣
し

て
い
た
が
、
今
後
は
、
役
場
庁
舎
内
に
手

話
通
訳
者
を
月
に
２
回
配
置
し
て
役
場
庁

舎
に
来
庁
さ
れ
た
聴
覚
障
害
者
の
利
便
性

を
図
り
、
聴
覚
障
害
者
の
自
宅
を
訪
問
し

生
活
の
支
援
を
す
る
。

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

総
務
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

急ピッチで進められる海賊船工事

町シルバー人材センター
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町
の
水
道
料
金
は
ど
う
な
る

Ｑ

県
水
単
価
が
約
２０
円
引
き
下
げ
に
な

る
と
聞
い
た
が
、
町
の
水
道
料
金
は
。

Ａ

県
議
会
で
決
定
す
れ
ば
、
町
民
の
生

活
の
安
定
に
つ
な
が
る
方
向
で
料
金
の
見

直
し
を
検
討
す
る
。

Ｑ

街
灯
の
電
球
は
環
境
に
や
さ
し
い
Ｌ

Ｅ
Ｄ
球
に
な
ら
な
い
の
か
。

Ａ

約
１
０
０
ヵ
所
あ
る
街
灯
の
う
ち
、

主
要
交
差
点
か
ら
毎
年
５
基
程
度
を
更
新

し
て
い
く
。

Ｑ

県
水
に
つ
い
て
、知
事
が
２０
円
下
げ
る

方
針
を
示
し
て
い
る
が
町
長
の
考
え
は
。

Ａ

６
月
県
議
会
を
経
て
正
式
に
決
め
る

こ
と
に
な
る
。

町
も
そ
の
方
針
に
従
い
た
い
。

Ｑ

サ
ン
セ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
取
扱
店
は
増

え
な
い
の
か
。

Ａ

現
在
約
６０
店
舗
の
加
入
だ
が
、
１
０

０
店
舗
を
目
標
に
加
入
の
促
進
を
し
て
い

る
。

Ｑ

な
ぜ
大
型
遊
具
に
避
雷
針
が
必
要
と

な
っ
た
の
か
。

Ａ

当
初
設
計
に
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た

が
、
よ
り
安
全
性
を
重
視
し
、
追
加
で
整

備
す
る
こ
と
と
し
た
。

委
員
会
か
ら
の
付
帯
意
見

総
合
公
園
大
型
遊
具
整
備
事
業
に
つ

い
て
、
利
用
者
の
安
全
対
策
は
、
当
初

よ
り
本
委
員
会
の
指
摘
事
項
で
あ
っ
た

が
、
検
討
協
議
に
つ
い
て
議
会
へ
の
報

告
等
の
手
続
き
に
不
備
が
認
め
ら
れ
た

の
で
、
今
後
の
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
議
会
と
の
協
議
を
重
視
す
る
よ
う

申
し
添
え
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
議
会
改
革
の

一
環
と
し
て
、
３
月
定
例
会
で
傍
聴
に
来

ら
れ
た
方
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
参
考
に
、
さ
ら

に
開
か
れ
た
議
会
、
わ
か
り
や
す
い
議
会

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

議
会
傍
聴
ア
ン
ケ
ー
ト
（
集
計

４７
人
）

●
傍
聴
の
形
態

①
所
属
す
る
団
体
と
一
緒
に

１１
人

②
個
人
で

３３
人

③
そ
の
他

３
人

●
議
会
の
傍
聴
に
は

①
良
く
来
る

２０
人

②
と
き
ど
き

２０
人

③
今
回
が
初
め
て

７
人

●
質
問
時
間
は
４０
分
以
内
と
し
た
が

①
非
常
に
長
い

２
人

②
長
い

１３
人

③
普
通

２０
人

④
短
い

１
人

⑤
非
常
に
短
い

０
人

⑥
わ
か
ら
な
い

１
人

⑦
そ
の
他

４
人

無
回
答

６
人

●
一
般
質
問
の
一
問
一
答
方
式
は
ど
う
か

①
大
変
わ
か
り
や
す
い

４
人

②
わ
か
り
や
す
い

１６
人

③
普
通

１１
人

④
わ
か
り
に
く
い

２
人

⑤
大
変
わ
か
り
に
く
い

０
人

無
回
答

７
人

●
質
問
場
所
を
中
央
に
し
た
が

①
非
常
に
良
い

４
人

②
良
い

２９
人

③
普
通

６
人

④
悪
い

２
人

⑤
非
常
に
悪
い

０
人

⑥
わ
か
ら
な
い

３
人

無
回
答

３
人

産
業
建
設
常
任
委
員
会

現地への視察

議席中央に設置した質問席
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南

町
の
企
業
誘
致
は
、
北

陸
新
幹
線
開
業
に
向
け
て
、

地
域
間
交
流
基
盤
の
連
携
を

強
化
す
る
県
や
金
沢
市
な
ど

の
取
り
組
み
に
精
通
し
た
計

画
で
あ
る
べ
き
と
考
え
る
が

見
解
を
聞
く
。

町
が
現
在
進
め
て
い
る
企

業
誘
致
案
件
は
相
対
的
に
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
大
き
い
。
専
門

部
署
を
設
置
せ
よ
。

町
長

共
存
共
栄
や
相
乗
効

果
が
図
れ
る
独
創
的
な
企
業

を
誘
致
し
、
県
の
包
括
的
地

域
経
済
活
性
化
に
寄
与
す
る

計
画
が
必
要
と
考
え
る
。

ま
た
、
町
で
は
２２
年
度
か

ら
専
任
の
責
任
者
を
据
え
て

部
課
を
横
断
し
た
チ
ー
ム
編

成
を
行
な
う
。

南

編
成
チ
ー
ム
は
誘
致
活

動
の
展
開
に
あ
た
り
、
ど
の

よ
う
な
業
務
を
担
う
の
か
。

町
長

北
部
開
発
に
お
け
る

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
策
定
や
、
事
務
の
調
整
機

能
の
強
化
を
図
る
。

南

昨
今
の
多
く
の
企
業
は

在
り
方
が
複
雑
化
し
て
い
る

た
め
、
交
渉
で
は
よ
り
高
度

な
専
門
能
力
や
交
際
力
な
ど

が
必
要
で
あ
る
。

議
員
は
民
間
社
会
の
現
場

を
こ
な
す
中
で
、
市
場
感
覚

に
敏
感
で
あ
る
た
め
議
会
と

融
合
さ
せ
た
実
動
レ
ベ
ル
の

組
織
を
編
成
せ
よ
。

町
長

厳
し
い
企
業
誘
致
の

競
争
を
か
ち
取
る
た
め
に
、議

会
と
の
連
携
と
参
画
に
、
理

解
と
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

南

現
在
「
集
積
型
の
専
門

学
校
」
と
「
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

モ
ー
ル
」
が
誘
致
案
件
と
あ

る
が
、
経
緯
と
現
況
を
聞
く
。

町
長

つ
て
を
た
ど
り
な
が

ら
情
報
収
集
を
行
な
っ
た
が
、

そ
れ
以
上
の
説
明
は
企
業
情

報
を
配
慮
し
控
え
た
い
。

南

誘
致
交
渉
が
成
立
し
た

場
合
、
町
へ
の
財
政
効
果
な

ど
、
メ
リ
ッ
ト
を
聞
く
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長

「
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
」は

年
間
約
１
億
円
以
上
の
税
収

が
見
込
ま
れ
る
。

「
集
積
型
専
修
学
校
」は
学

校
法
人
で
あ
れ
ば
税
収
は
見

込
め
な
い
。

「
集
積
型
専
門
学
校
」の

誘
致
に
疑
問
を
抱
く

南

大
き
な
誘
致
案
件
で
は
、

諸
整
備
等
に
つ
い
て
県
の
理

解
が
必
要
。

し
か
し
県
は
投
資
的
経
費

を
削
減
し
て
い
る
。
税
収
が

見
込
め
な
い
学
校
法
人
の

「
集
積
型
専
門
学
校
」の
誘
致

は
、
客
観
的
な
数
値
の
根
拠

が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

ど
の
よ
う
な
根
拠
を
も
っ

て
、
県
に
理
解
を
求
め
て
い

く
の
か
。

財
政
効
果
だ
け
で

優
劣
は
決
め
ら
れ
な
い

町
長

ま
だ
具
体
的
な
内
容

も
定
ま
っ
て
い
な
い
段
階
で

あ
る
が
、
財
政
効
果
だ
け
で

企
業
誘
致
の
優
劣
を
決
め
る

も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

そ
の
上
で
現
在
策
定
中
の

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

や
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

の
中
で
、
方
向
性
を
見
出
す
。

現
在
の
ス
タ
ン
ス
と
し
て

は
二
者
択
一
の
判
断
の
時
期

で
は
な
い
。
今
後
も
県
と
協

議
を
進
め
て
行
き
た
い
。

議
会
と
融
合
さ
せ
た
実
動
組
織
が
必
要

連
携
と
参
画
に
理
解
と
協
力
を
町
長

南 和彦 議員

アウトレットモールのイメージ
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川
口

現
在
、
日
本
国
内
の

観
光
地
で
は
、
昨
年
９
月
に

個
人
観
光
ビ
ザ
が
解
禁
さ
れ

た
中
国
人
富
裕
層
が
増
え
て

き
て
い
る
。

こ
の
富
裕
層
を
本
町
に
呼

び
込
む
た
め
、
経
済
産
業
省

が
推
進
し
て
い
る
国
際
メ

デ
ィ
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業

に
、
金
沢
医
科
大
学
病
院
と

連
携
し
、
参
画
し
て
は
ど
う

か
。

町
長

町
は
金
沢
医
科
大
学

病
院
や
関
係
機
関
と
協
議
し

て
取
り
組
み
た
い
。

町
と
友
好
交
流
の
あ
る
呉

江
市
と
大
連
市
旅
順
口
区
を

候
補
地
と
し
た
い
。

ま
た
県
や
金
沢
市
と
友
好

交
流
の
あ
る
江
蘇
省
や
、
蘇

州
市
な
ど
へ
も
情
報
発
信
で

き
な
い
か
調
整
に
努
め
た
い
。

エ
ン
ゼ
ル
ネ
ッ
ト
事
業
に

参
加
で
き
な
い
か

川
口

県
は
現
在
、
１８
歳
以

下
の
子
供
が
３
人
以
上
い
る

世
帯
に
対
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
・

パ
ス
ポ
ー
ト
を
発
行
し
、子
育

て
支
援
を
行
な
っ
て
い
る
。

子
育
て
応
援
エ
ン
ゼ
ル

ネ
ッ
ト
事
業
を
昨
年
４
月
よ

り
、
金
沢
、
七
尾
、
白
山
市

を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
行

な
っ
て
い
る
。
町
で
も
こ
の

事
業
に
早
急
に
参
加
で
き
な

い
か
。

サ
ン
セ
ッ
ト
カ
ー
ド
も

含
め
検
討

町
民
福
祉
部
長

県
は
引
き

続
き
、
同
じ
地
区
で
モ
デ
ル

事
業
を
継
続
す
る
予
定
で
、

こ
の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、

県
内
全
体
に
広
げ
る
方
針
。

町
は
、
県
が
県
内
全
体
で

実
施
す
る
段
階
で
、
町
内
商

店
の
支
援
や
利
便
性
か
ら
、

エ
ン
ゼ
ル
券
だ
け
で
な
く
サ

ン
セ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
活
か
せ

な
い
か
も
含
め
検
討
し
た
い
。

川
口

今
年
の
ビ
ー
チ
・

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
大
会
の
開
催

予
定
や
規
模
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

教
育
長

昨
年
度
と
同
様
に

開
催
す
る
方
向
で
協
議
を
行

な
っ
て
い
る
が
、
詳
細
が
決

ま
り
次
第
、
お
知
ら
せ
し
た

い
。

川
口

若
者
と
４０
才
以
上
の

シ
ニ
ア
チ
ー
ム
に
分
け
て
、

予
選
を
行
な
っ
て
も
ら
い
た

い
。

教
育
長

年
齢
区
分
を
加
味

し
て
は
と
言
う
意
見
が
あ
っ

た
こ
と
を
町
と
し
て
申
し
出

た
い
。

川
口

毎
年
、
元
プ
ロ
野
球

選
手
な
ど
を
呼
び
、
講
演
会

や
野
球
教
室
を
開
催
で
き
な

い
か
。

教
育
長

今
後
は
、
文
部
科

学
省
が
実
施
し
て
い
る
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
派
遣
指
導
事

業
の
利
用
を
検
討
し
て
い
く
。

国際メディカルツーリズム事業の参画を
協議して取り組みたい 町長

国
際
メ
デ
ィ
カ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
事
業
と
は
各
地

方
自
治
体
な
ど
が
、
人

間
ド
ッ
ク
や
が
ん
な
ど

の
高
度
治
療
な
ど
と
近

隣
の
観
光
を
結
び
つ
け
、

国
内
大
手
旅
行
会
社
や

海
外
航
空
会
社
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
、
海
外
富
裕

層
を
呼
び
込
む
事
業
。

子
育
て
応
援
エ
ン
ゼ
ル

ネ
ッ
ト
事
業
と
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
が
読
み

聞
か
せ
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
子
育
て
支
援
を
行
な

っ
た
場
合
に
、
そ
の
対

価
と
し
て
疑
似
通
貨
の

エ
ン
ゼ
ル
券
を
受
け
取

り
、
そ
の
券
は
協
賛
店

で
使
え
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
る
。

昨年のビーチベースボール大会

川口 正己 議員

一
般
質
問

うちなだ議会だより 第 101号 平成22年4月27日13

１１
人
が
登
壇



清
水

内
灘
町
は
金
沢
市
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
、
全
就
労

者
の
約
８０
％
が
勤
労
者
と
い

わ
れ
、
町
の
最
重
要
課
題
は

雇
用
と
景
気
を
ど
う
し
て
い

く
の
か
だ
。
し
か
し
、
そ
う

し
た
位
置
づ
け
が
示
さ
れ
て

い
な
い
。

そ
れ
は
失
業
者
の
実
態
や

具
体
的
数
値
な
ど
掴
め
て
い

な
い
こ
と
が
原
因
だ
。
労
働

担
当
窓
口
を
設
け
る
べ
き
だ
。

副
町
長

労
働
行
政
と
い
う

こ
と
で
の
取
り
組
み
は
お
く

れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
。

内
灘
町
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

が
多
い
町
で
も
あ
り
、
今
後

真
剣
に
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。

清
水

失
業
者
数
、
失
業
者
、

フ
リ
ー
タ
ー
、
高
齢
者
、
働

く
女
性
の
意
識
を
掴
ん
で
、

町
の
政
策
に
反
映
す
べ
き
だ
。

副
町
長

調
査
方
法
を
検
討

し
て
、
今
後
の
雇
用
・
失
業

者
対
策
を
組
み
立
て
て
い
き

た
い
。

清
水

中
高
年
齢
者
職
業
訓

練
奨
励
金
は
、
本
当
に
困
っ

て
い
る
人
の
た
め
に
内
容
の

充
実
を
図
る
べ
き
だ
。

副
町
長

今
の
奨
励
金
と
は
、

別
個
の
何
か
奨
励
す
る
よ
う

な
仕
組
み
を
考
え
る
こ
と
が

必
要
と
感
じ
て
い
る
。

恋
人
の
聖
地

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
目
指
せ

清
水

恋
人
の
聖
地
を
全
国

に
発
信
を
し
て
町
の
活
性
化

に
向
け
、
町
民
参
加
に
よ
っ

て
恋
人
の
聖
地
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
を
目
指
し
て
活
動
を
展
開

す
る
べ
き
だ
。

母
体
と
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
立
ち
上
げ
が
お
く
れ
て
い

る
。
現
状
と
今
後
の
展
開
の

あ
り
方
を
聞
く
。

４
月
にＮＰ

Ｏ
設
立

町
長

現
在
、
商
工
会
、
観

光
協
会
な
ど
の
各
種
団
体
や

町
民
等
で
構
成
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

団
体
と
し
て
の
組
織
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
、
こ
の
４
月
を

目
標
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
う
ち
な
だ
Ｌ

Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
を
設
立
す
る
予

定
。町

は
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す

る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
設
置
な

ど
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
支
援
し

て
い
き
た
い
。

清
水

０７
年
の
庁
舎
の
設
備

管
理
費
は
、
年
間
約
６
０
０

０
万
円
だ
っ
た
。
そ
の
後
の

推
移
は
ど
う
か
。

町
長

０９
年
５
０
２
０
万
円

と
年
々
減
少
し
て
い
る
。

今
後
も
縮
減
に
向
け
て
一

層
強
固
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

清
水

新
年
度
の
削
減
目
標

と
そ
の
た
め
の
施
策
を
示
せ
。

副
町
長

庁
舎
内
の
維
持
管

理
費
を
ど
れ
だ
け
減
ら
す
か

の
設
定
は
し
て
い
な
い
。

清
水

エ
コ
と
同
時
に
、
経

費
の
削
減
に
つ
な
げ
て
い
く

の
が
当
た
り
前
で
あ
り
、
目

標
設
定
は
す
べ
き
だ
。

副
町
長

し
っ
か
り
や
っ
て

い
き
た
い
。

清
水

町
長
が
公
約
に
掲
げ

た
３
ア
ッ
プ
１
ダ
ウ
ン
に
向

け
た
具
体
的
な
施
策
は
何
か
。

副
町
長

町
長
の
思
い
ど
お

り
に
浸
透
し
て
い
る
と
は
言

え
な
い
状
況
で
あ
る
。

清
水

一
時
保
育
、
病
児
保

育
室
の
利
用
者
に
、「
子
育

て
サ
ー
ビ
ス
券
」
の
助
成
制

度
を
設
け
る
考
え
は
。

町
民
福
祉
部
長

国
の
方
向

性
を
見
き
わ
め
、
町
の
子
育

て
支
援
施
策
の
見
直
し
も
含

め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

雇用と景気は最重要課題
今後真剣に考える 副町長

清水 文雄 議員

粟津の恋人の聖地
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藤
井

２
月
３
日
、
内
灘
町

は
旅
順
口
区
と
の
友
好
交
流

に
関
す
る
調
印
を
行
な
っ
た
。

遠
く
は
歴
史
文
化
の
大
恩

の
く
に
中
国
、
そ
し
て
旅
順

と
の
友
好
交
流
が
報
恩
の
歴

史
の
出
発
点
と
し
て
発
信
さ

れ
、
永
く
継
続
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
す
る
が
、
持
続
可
能

な
交
流
を
と
の
観
点
か
ら
、

今
後
ど
の
よ
う
な
展
開
が
な

さ
れ
る
か
考
え
を
聞
く
。

町
長

調
印
の
基
本
合
意
に

基
づ
き
相
互
理
解
を
深
め
人

的
交
流
や
経
済
交
流
の
推
進
、

各
種
団
体
や
民
間
組
織
に
よ

る
相
互
訪
問
を
積
極
的
に
支

持
し
て
い
き
た
い
。

訪
問
の
際
に
は
、
よ
り
具

体
的
な
内
容
を
協
議
し
検
討

し
て
い
く
。

介
護
福
祉
施
策

現
状
と
課
題
は

藤
井

昨
年
、
公
明
党
議
員

団
チ
ー
ム
３
０
０
０
に
よ
る

介
護
現
場
か
ら
の
１０
万
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
が
行
な
わ
れ

た
。そ

の
分
析
結
果
を
踏
ま
え

て
福
祉
施
策
推
進
と
の
観
点

か
ら
、
小
規
模
多
機
能
施
設

の
整
備
と
今
後
の
課
題
は
。

２３
年
度
事
業
計
画
の

中
で
検
討
し
た
い

町
民
福
祉
部
長

質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
と
認
識
し
て
い
る

が
、
２４
時
間
体
制
の
た
め
の

介
護
職
員
の
確
保
な
ど
安
定

経
営
に
は
課
題
が
多
い
。

平
成
２３
年
度
介
護
保
険
事

業
計
画
の
中
で
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。

藤
井

介
護
従
事
者
の
育
成
、

町
の
取
り
組
み
を
聞
く
。

町
民
福
祉
部
長

在
宅
介
護

の
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し

て
お
り
、
現
在
５０
名
の
方
が

受
講
さ
れ
て
い
る
。

藤
井

介
護
予
防
の
取
り
組

み
は
ど
う
か
。

町
民
福
祉
部
長

能
力
ア
ッ

プ
と
認
知
症
予
防
に
効
果
的

な
日
舞
体
操
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
普

及
啓
発
を
推
進
し
て
い
る
。

藤
井

町
で
は
要
介
護
、
調

査
認
定
ま
で
に
ど
の
く
ら
い

の
時
間
を
要
す
る
か
。

介
護
福
祉
課
長

平
均
２４
日

間
を
要
す
る
。
全
国
平
均
は

３８
日
間
で
１４
日
間
の
日
数
短

縮
に
努
め
て
い
る
。

藤
井

要
介
護
認
定
・
申
請

申
し
込
み
時
点
か
ら
の
サ
ー

ビ
ス
利
用
の
現
状
は
。

介
護
福
祉
課
長

仮
認
定
で

の
暫
定
サ
ー
ビ
ス
は
本
年
度

６
件
の
利
用
実
績
が
あ
り
適

正
な
対
応
に
努
め
て
い
る
。

藤
井

内
灘
町
自
転
車
安
全

利
用
条
例
制
定
を
要
望
す
る
。

総
務
部
長

自
転
車
利
用
者

に
対
す
る
安
全
施
策
の
取
り

組
み
な
ど
、
現
状
と
課
題
を

見
極
め
今
後
研
究
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
千
鳥
台
第
２
公
園
横
交

差
点
信
号
機
設
置
を

■
交
通
安
全
電
光
標
識
の

設
置
に
つ
い
て

■
交
通
安
全
総
点
検
の
実

施
を

■
準
幹
１
号
沿
線
の
桜
並

木
形
成
と
、
ガ
ー
ド
フ

ェ
ン
ス
の
設
置
を

旅
順
口
区
友
好
交
流
の
展
開
は

基
本
合
意
に
基
づ
き
交
流
を
推
進
町
長

旅順口区の大連世界和平公園

藤井 良信 議員
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八
田

昨
年
町
は
、
北
部
土

地
区
画
整
理
組
合
の
保
留
地

で
あ
る
商
業
地
を
２
億
７
０

０
０
万
円
で
購
入
し
、
事
業

の
推
進
を
し
て
き
た
。

町
は
、
議
会
に
対
し
て
相

談
を
し
な
が
ら
事
業
を
進
め

て
い
く
と
い
う
が
、
相
談
が

ほ
と
ん
ど
な
い
。

都
市
整
備
部
長

昨
年
末
に

開
催
さ
れ
た
役
員
会
に
お
い

て
、
平
成
２３
年
３
月
末
に
解

散
総
会
を
開
催
す
る
予
定
が

協
議
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
組
合
解
散
推
進

委
員
会
は
、
一
日
も
早
い
解

散
を
め
ざ
し
、
年
度
末
で
な

く
１２
月
に
解
散
総
会
を
開
催

す
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
件
は
、
３
月
定
例
会

の
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に

報
告
を
予
定
し
て
い
る
。

八
田

組
合
の
人
件
費
、
会

議
費
、
通
信
費
、
Ｐ
Ｒ
費
等
、

年
間
維
持
管
理
費
は
。

都
市
整
備
部
長

平
成
２１
年

度
予
算
は
、
合
計
５
３
７
１

万
円
と
な
る
。（

左
表
参
照
）

八
田

白
帆
台
の
道
路
及
び

公
園
緑
地
の
管
理
を
町
が
行

な
っ
た
場
合
、
幾
ら
予
算
が

か
か
る
か
。

都
市
整
備
部
長

除
草
と
電

気
料
等
の
経
費
で
合
計
約
５

３
０
万
円
相
当
を
予
定
し
て

い
る
。

八
田

組
合
の
中
の
予
備
費

と
保
留
地
処
分
の
地
面
は
何

筆
で
、
資
産
と
し
て
幾
ら
の

見
込
み
か
。

都
市
整
備
部
長

予
備
費
は

約
７
億
６
９
０
０
万
円
。
保

留
地
は
１０
筆
で
、
処
分
金
は

約
１
億
２
０
０
０
万
円
。

次
の
段
階
に

行
く
べ
き
だ

八
田

予
備
費
と
し
て
７
億

６
９
０
０
万
円
、
プ
ラ
ス
１０

筆
の
保
留
地
が
売
れ
れ
ば
、

こ
れ
プ
ラ
ス
１
億
２
０
０
０

万
円
。
少
な
く
と
も
８
億
８

９
０
０
万
円
に
な
る
。

組
合
が
余
剰
金
を
ど
う
配

分
す
る
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、

一
日
も
早
く
、
町
と
議
会
が

一
致
し
て
次
の
段
階
に
行
く

べ
き
だ
。

主
体
は
地
権
者

解
散
に
向
け
指
導

町
長

こ
の
組
合
の
主
体
は

地
権
者
で
あ
る
。
組
合
に
対

し
て
、
一
日
も
早
く
解
散
に

向
け
て
努
力
し
よ
う
と
役
員

会
で
申
し
あ
げ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
指
導
し
、
で

き
る
限
り
県
住
宅
供
給
公
社

と
も
連
携
を
と
り
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。
ぜ
ひ
議

会
も
協
力
を
お
願
い
す
る
。

北
部
土
地
区
画
整
理
組
合
の
早
期
清
算
を

１２
月
解
散
総
会
を
開
催
す
る
都
市
整
備
部
長

比

較

金
額

平

成

２１

年

度

組
合
の
予
算
合
計

５，３７１万円

差額 ４，８４１万円

町
が
管
理
し
た
場
合

５３０万円

八田外茂男 議員

町の命運を握る北部開発事業（組合事務所）
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水
口

ト
ー
チ
カ
跡
周
辺
の

砂
利
が
採
取
さ
れ
景
観
が
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
砂
利
採

取
は
ど
こ
ま
で
が
許
可
さ
れ

る
の
か
。

内
灘
町
砂
利
採
取
審
議
会

条
例
の
前
文
で
は
、
砂
丘
地

保
護
に
努
め
る
こ
と
を
宣
言

し
て
い
る
。
町
の
貴
重
な
歴

史
遺
産
へ
の
入
り
口
で
砂
利

を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
、審
議
の

過
程
が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

都
市
整
備
部
長

認
可
権
者

は
県
で
あ
り
、
砂
利
採
取
認

可
申
請
に
は
個
人
情
報
や
企

業
活
動
の
情
報
が
含
ま
れ
る

の
で
公
開
し
て
い
な
い
。

町
は
、
情
報
公
開
条
例
に

抵
触
し
な
い
範
囲
で
公
開
を

し
て
い
き
た
い
。

水
口

着
弾
観
測
所
で
の
道

路
整
備
に
千
坪
の
土
地
を

買
っ
て
道
路
整
備
を
す
る
必

要
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
い
。

都
市
整
備
部
長

今
回
町
が

用
地
を
取
得
し
、
町
土
地
改

良
区
の
負
担
で
工
事
を
行
な

う
。

水
口

町
の
公
共
施
設
に
あ

る
飲
料
水
の
自
販
機
２２
台
の

総
消
費
電
力
は
。

総
務
部
長

２２
台
で
４
万
５

０
０
０
kW
。
庁
舎
内
の
５
台

で
１
万
５
０
０
kW
を
消
費
。

水
口

そ
れ
は
一
般
家
庭
の

１０
数
軒
分
の
電
力
消
費
量
と

な
る
。
体
育
施
設
以
外
の
自

販
機
は
撤
廃
す
べ
き
だ
。

総
務
部
長

災
害
対
応
型
や

環
境
に
配
慮
し
て
い
る
。
利

用
者
も
多
く
、
サ
ー
ビ
ス
は

継
続
す
る
。

水
口

環
境
の
町
を
目
指
す

な
ら
、
高
効
率
給
湯
器
よ
り

も
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の

太
陽
光
温
水
器
を
導
入
せ
よ
。

環
境
政
策
課
長

屋
根
に
太

陽
光
発
電
設
備
と
温
水
器
の

両
方
を
設
置
す
る
こ
と
は
不

可
能
な
の
で
見
送
っ
た
。

条
例
を制

定
す
べ
き

水
口

以
前
は
、
個
人
的
な

要
望
を
実
現
し
て
く
れ
る
議

員
が
よ
く
働
く
良
い
議
員
と

思
わ
れ
て
き
た
。

本
来
、
正
当
な
要
求
で
あ

る
な
ら
ば
公
平
公
正
に
受
け

と
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
要
望

事
項
を
記
録
し
、
公
開
で
き

る
条
例
を
制
定
す
べ
き
だ
。

記
録
の徹

底
を
図
る

町
長

で
き
る
限
り
要
望
書

の
提
出
を
お
願
い
し
、
電
話

や
口
頭
で
は
記
録
の
徹
底
も

図
り
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
食
育
の
取
り
組
み
は

砂利採取の情報が
公開されていない

抵触しない範囲内で公開 都市整備部長

高
効
率
給
湯
器
と
は
、

地
球
環
境
保
全
に
貢
献

す
る
と
い
わ
れ
て
い
る

エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ（
灯
油
）、

エ
コ
キ
ュ
ー
ト（
電
気
）、

エ
コ
ウ
ィ
ル
（
ガ
ス
）

な
ど
の
こ
と
を
指
す
。

町史跡付近での砂利採取

砂利採取の周辺位置図

内内灘灘温温泉泉病病院院

白白

帆帆

水口 裕子 議員

台台

着着弾弾
観観測測所所
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生
田

現
在
「
義
務
教
育
施

設
に
準
ず
る
施
設
」
と
し
て

町
総
合
体
育
館
の
耐
震
改
修

に
着
手
し
て
い
る
が
、
そ
れ

に
隣
接
す
る
町
武
道
館
も
、

体
育
授
業
や
部
活
動
で
使
用

さ
れ
て
お
り
、
同
等
の
施
設

で
あ
る
。

昭
和
５１
年
竣
工
で
新
耐
震

基
準
に
適
合
し
て
お
ら
ず
、

生
徒
児
童
の
安
全
安
心
の
た

め
に
も
早
期
に
耐
震
診
断
を

実
施
し
、
改
修
に
向
け
て
取

り
組
め
。

教
育
長

新
学
習
指
導
要
領

に
よ
り
平
成
２４
年
４
月
か
ら

武
道
が
正
課
の
授
業
と
し
て

用
い
ら
れ
、
内
灘
町
武
道
館

は
「
義
務
教
育
施
設
に
準
ず

る
施
設
」
に
な
る
と
認
識
す

る
。耐

震
診
断
に
早
急
に
取
り

か
か
り
、
耐
震
補
強
が
必
要

な
ら
き
っ
ち
り
と
補
強
す
る
。

平
成
２４
年
４
月
に
は
耐
震

改
修
を
終
え
、
安
全
に
授
業

を
行
な
え
る
状
況
を
つ
く
り

た
い
。

生
田

耐
震
と
あ
わ
せ
て
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
省
エ
ネ
対

策
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
取

り
入
れ
、
改
修
す
る
考
え
は
。

教
育
長

一
体
的
に
対
応
で

き
る
よ
う
財
源
の
効
率
的
な

使
用
も
加
味
し
て
最
善
の
方

策
を
選
択
し
た
い
。

フ
ル
イ
ン
タ
ー

計
画
を
示
せ

生
田

白
帆
台
地
区
で
専
修

学
校
の
集
積
や
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
モ
ー
ル
の
誘
致
計
画
が
取

り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
中
、
以

前
に
町
が
示
し
た
権
現
森
内

の
現
道
を
利
用
し
、
団
地
の

中
央
を
車
が
通
過
す
る
片
側

ハ
ー
フ
Ｉ
Ｃ
計
画
は
交
通
問

題
上
支
障
は
な
い
か
。

交
通
量
を
予
想
し
、
フ
ル

Ｉ
Ｃ
と
す
る
必
要
性
が
あ
る

と
考
え
る
が
見
解
を
問
う
。

新
た
な
場
所
で

早
急
に
計
画

町
長

金
沢
方
向
昇
降
の

ハ
ー
フ
Ｉ
Ｃ
は
、
白
帆
台
へ

の
定
住
促
進
の
た
め
に
必
要

と
計
画
し
て
き
た
が
、
大
き

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
予
定
さ

れ
る
と
交
通
の
混
雑
が
予
想

さ
れ
、
現
在
計
画
の
ハ
ー
フ

Ｉ
Ｃ
の
位
置
で
の
交
通
量
の

緩
和
は
難
し
い
。

新
た
な
場
所
で
フ
ル
Ｉ
Ｃ

を
早
急
に
計
画
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
。

生
田

ハ
ー
フ
Ｉ
Ｃ
計
画
で

は
約
３
億
円
規
模
の
工
事
費

だ
が
、
フ
ル
Ｉ
Ｃ
で
は
ど
れ

だ
け
の
金
額
と
な
る
か
。

町
長

現
道
を
利
用
し
な
い

新
た
な
場
所
に
フ
ル
Ｉ
Ｃ
設

置
で
お
よ
そ
１０
億
円
以
上
の

費
用
が
必
要
と
認
識
す
る
。

生
田

県
は
「
地
元
（
町
）

負
担
に
よ
る
整
備
が
前
提
」

と
し
て
い
る
が
、
県
側
の
負

担
補
助
も
強
く
求
め
よ
。

町
長

県
の
宅
地
持
分
が
半

分
あ
る
以
上
、
県
の
責
任
負

担
の
要
求
は
続
け
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
町
道
幹
８
号
宮
坂
西
荒

屋
線
と
県
道
内
灘
高
松

線
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

町武道館の耐震改修を
早急にとりかかりたい 教育長

新
耐
震
基
準
と
は
昭
和

５６
年
６
月
、
建
築
基
準

法
の
改
正
に
よ
り
定
め

ら
れ
た
も
の
で
、
震
度

６
程
度
の
地
震
に
も
倒

壊
を
防
ぐ
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
る
。

生田 勇人 議員

内灘町武道館は大丈夫か
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恩
道

先
日
、夕
張
市
の「
希

望
の
杜
」
へ
視
察
を
行
な
っ

た
。
夕
張
市
は
高
齢
化
率
が

高
く
、
地
域
医
療
の
取
り
組

み
と
し
て
病
気
に
な
ら
な
い

た
め
の
予
防
医
療
に
力
を
注

い
で
い
る
。
そ
の
結
果
、
１

年
間
で
２
億
８
０
０
０
万
円

の
医
療
費
が
減
少
し
、
夕
張

の
財
政
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
る
。
町
の
取
り
組
み
は
。

町
長

生
活
習
慣
に
起
因
す

る
予
防
医
療
に
ウ
エ
ー
ト
を

置
き
、
心
身
と
も
に
健
康
で

生
涯
現
役
で
人
生
を
謳
歌
す

る
こ
と
が
幸
せ
の
源
で
あ
る

と
の
信
念
か
ら
、
今
後
と
も

健
康
増
進
の
施
策
を
強
力
に

推
進
す
る
。

恩
道

町
で
平
成
２０
年
度
か

ら
行
な
わ
れ
た
特
定
健
診
と

保
健
指
導
の
実
績
は
ど
の
よ

う
な
結
果
に
な
っ
た
か
。

健
康
推
進
課
長

健
診
受
診

率
は
、
２０
年
度
は
２９
・
２
％
、

２１
年
度
は
暫
定
で
３４
・
３
％

で
目
標
の
３２
％
を
上
回
っ
た
。

保
健
指
導
実
施
率
は
、
２０

年
度
は
３８
・
２
％
、
２１
年
度

は
暫
定
で
４１
・
２
％
で
目
標

の
２０
％
を
上
回
っ
た
。

恩
道

国
の
特
定
健
診
、
保

健
指
導
の
目
標
値
が
平
成
２４

年
度
で
、
そ
れ
ぞ
れ
６５
％
、

４５
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
目

標
達
成
に
向
け
た
具
体
的
な

施
策
は
。

健
康
推
進
課
長

２１
年
度
は

向
陽
台
、
宮
坂
、
千
鳥
台
を

モ
デ
ル
地
区
と
し
て
行
な
っ

た
結
果
、
受
診
率
が
向
上
し

た
。平

成
２２
年
度
は
全
地
区
で

受
診
の
啓
発
教
室
開
催
を
計

画
し
て
い
る
。

保
健
指
導
は
毎
月
、
保
健

師
、
栄
養
士
の
保
健
指
導
連

絡
会
を
開
き
、
指
導
力
等
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
。

恩
道

町
は
健
康
増
進
の
た

め
、
平
成
１７
年
度
か
ら
１９
年

度
に
か
け
て
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ

事
業（
メ
タ
ボ
の
減
少
）に
取

り
組
ん
だ
。
具
体
的
な
内
容

と
そ
の
結
果
は
。

健
康
推
進
課
長

３１
人
の
参

加
で
、
血
圧
や
中
性
脂
肪
、

血
糖
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
な
ど
の
値
は
体
重
の

減
少
と
と
も
に
改
善
さ
れ
た
。

糖
負
荷
試
験
の
結
果
は
、

糖
尿
病
型
が
８
人
か
ら
６
カ

月
後
に
は
２
人
に
減
っ
た
。

地
域
医
療
の
確
立
へ

条
例
制
定
を

恩
道

町
民
と
医
療
機
関
相

互
の
機
能
分
担
、
行
政
と
町

民
、
そ
れ
と
医
療
機
関
相
互

の
協
働
に
よ
る
地
域
医
療
の

確
立
が
重
要
だ
。

医
療
と
保
健
及
び
福
祉
の

密
接
な
関
係
を
図
り
、
健
康

長
寿
を
推
進
す
る
た
め
の
条

例
を
制
定
す
る
考
え
は
。

研
究
を
重
ね
る

健
康
推
進
課
長

地
域
医
療

の
確
立
を
推
進
す
る
た
め
の

条
例
制
定
の
必
要
性
は
低
い

と
考
え
る
が
、
健
康
長
寿
を

推
進
す
る
た
め
、
今
後
研
究

を
重
ね
て
い
き
た
い
。

予
防
医
療
で
医
療
費
削
減
を

施
策
を
強
力
に
推
進
す
る
町
長

希
望
の
杜
と
は
金
沢
医

科
大
学
医
学
部
卒
の
村

上
智
彦
先
生
が
理
事
長

を
務
め
る
北
海
道
夕
張

市
の
診
療
所
。

村上先生から説明を受ける

恩道 正博 議員

一
般
質
問

うちなだ議会だより 第 101号 平成22年4月27日19

１１
人
が
登
壇



北
川

今
後
予
定
さ
れ
て
い

る
千
鳥
台
、
鶴
ケ
丘
保
育
所

の
定
員
に
変
更
は
あ
る
の
か
。

町
の
民
営
化
方
針
で
は
、

町
立
保
育
所
は
現
在
の
６
カ

所
か
ら
２
カ
所
に
激
減
と
な

る
。一

カ
所
で
も
町
立
と
し
て

残
す
考
え
は
な
い
の
か
。

町
長

千
鳥
台
地
区
に
１
２

０
人
、
鶴
ケ
丘
地
区
に
１
５

０
人
規
模
の
保
育
園
を
計
画

し
て
い
る
。

整
備
費
補
助
金
や
運
営
費

の
一
般
財
源
化
で
公
立
保
育

所
の
運
営
は
非
常
に
厳
し
い
。

向
粟
崎
保
育
所
は
、
基
幹

保
育
所
と
し
て
保
育
内
容
の

向
上
、
子
育
て
支
援
な
ど
行

政
の
役
割
と
課
題
を
解
決
す

る
施
設
と
し
て
維
持
す
る
。

北
川

県
営
住
宅
前
林
帯
の

鶴
ケ
丘
地
区
候
補
地
は
現
在

ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

町
民
生
活
課
長

町
林
帯
は

市
街
化
調
整
区
域
で
あ
り
法

的
な
縛
り
が
多
く
、
調
整
中
。

北
川

町
保
育
所
の
正
規
、

嘱
託
、
パ
ー
ト
職
員
数
は
。

町
長

正
規
２７
人
、
嘱
託
２３

人
、
パ
ー
ト
７８
人
と
な
っ
て

い
る
。

北
川

町
保
育
所
に
お
け
る

今
後
の
人
員
計
画
を
問
う
。

町
長

正
規
職
員
の
配
置
が

一
番
よ
い
が
財
政
的
理
由
に

よ
り
難
し
い
。
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

北
川

ほ
の
ぼ
の
湯
の
回
数

券
を
求
め
や
す
い
５
回
に
で

き
な
い
か
。

町
民
生
活
課
長

管
理
公
社

と
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

税
滞
納
者
へ
の

対
応
を
問
う

北
川

滞
納
住
民
税
の
徴
収

を
県
税
事
務
所
に
移
し
た
た

め
、
振
り
込
ま
れ
た
給
与
を

一
方
的
に
差
し
押
さ
え
強
制

執
行
と
な
っ
た
。

生
活
に
困
っ
て
の
相
談
が

他
の
町
に
お
き
て
い
る
。
町

も
県
税
事
務
所
へ
徴
収
依
頼

を
か
け
て
い
る
が
、
そ
の
実

態
と
滞
納
者
へ
の
対
応
は
。

き
め
細
か
く

対
応
し
て
い
る

税
務
課
長

２１
年
度
は
１４
件

で
、
半
分
が
完
納
し
、
分
割

納
付
の
道
筋
が
つ
い
た
と
報

告
が
あ
っ
た
。

町
は
早
期
に
滞
納
者
の
実

情
の
把
握
に
努
め
、
納
税
方

法
の
相
談
な
ど
、
夜
間
も
対

応
し
て
い
る
。

自
主
的
な
納
付
を
促
す
努

力
を
繰
り
返
し
実
施
す
る
。

北
川

国
保
の
短
期
被
保
険

者
証
を
１
カ
月
以
上
、
と
め

置
き
し
て
い
る
世
帯
へ
の
１２

月
議
会
以
降
の
連
絡
は
。

健
康
推
進
課
長

自
宅
を
訪

問
し
た
が
、
連
絡
が
と
れ
な

い
世
帯
が
１０
世
帯
あ
る
。

北
川

町
嘱
託
職
員
に
通
勤

手
当
が
出
て
い
な
い
。
対
象

と
な
る
２
キ
ロ
以
上
の
方
は

何
人
で
、
支
給
概
算
額
は
。

人
事
秘
書
担
当
課
長

現
在

１
０
５
人
中
対
象
は
４２
人
で

月
額
１４
万
８
０
０
０
円
、
年

額
１
７
８
万
円
と
な
る
。

北
川

職
員
と
同
等
の
仕
事

を
し
て
い
る
。
通
勤
費
の
支

給
は
当
た
り
前
で
な
い
か
。

人
事
秘
書
担
当
課
長

月
額

賃
金
に
通
勤
手
当
も
含
め
算

定
し
、
近
隣
市
町
よ
り
高
く

総
額
を
設
定
し
て
い
る
。

保
育
所
の
今
後
は
ど
う
な
る

向
粟
崎
保
育
所
を
基
幹
保
育
所
と
し
維
持

町
長

北川 悦子 議員

春の陽気に誘われて（向粟崎保育所）
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夷
藤

町
の
未
来
の
宝
、
日

本
の
宝
と
い
え
る
子
ど
も
が
、

人
を
思
い
や
る
心
、
優
し
い

心
、
強
い
心
を
持
ち
、
友
達

を
大
切
に
で
き
る
人
に
な
っ

て
ほ
し
い
。
そ
ん
な
思
い
か

ら
、
道
徳
の
授
業
や
特
別
活

動
の
時
間
に
、
大
人
か
ら
子

ど
も
ま
で
感
動
で
き
、
心
を

打
た
れ
涙
す
る
ア
ニ
メ
を
取

り
入
れ
て
、
子
ど
も
達
の
感

性
を
養
う
考
え
は
な
い
か
。

教
育
長

感
動
的
な
ア
ニ
メ

は
、
子
ど
も
の
心
を
育
て
る

教
材
と
し
て
適
切
だ
。
し
か

し
授
業
に
取
り
入
れ
る
と
な

る
と
、
小
学
校
の
場
合
は
、

授
業
の
構
成
上
難
し
い
。

長
編
の
中
で
、
ど
の
部
分

を
ど
ん
な
ふ
う
に
使
え
る
か

研
究
し
た
い
。
な
お
学
校
図

書
室
に
ビ
デ
オ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

設
置
す
る
こ
と
は
可
能
な
の

で
環
境
を
作
り
た
い
。

夷
藤

目
で
見
て
感
じ
る
こ

と
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と

思
う
が
ど
う
考
え
る
か
。

教
育
長

読
書
は
空
間
を
越

え
た
感
動
や
感
激
を
教
え
て

く
れ
る
。
映
像
、
ビ
ジ
ュ
ア

ル
に
訴
え
る
も
の
も
感
性
を

豊
か
に
す
る
も
の
だ
。

全
国
で
は

３
万
人
を
超
え
て
い
る

夷
藤

県
外
の
中
学
生
が
い

じ
め
に
よ
り
自
ら
命
を
絶
っ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

昨
年
度
も
自
殺
者
が
全
国

で
は
３
万
人
を
超
え
て
い
る
。

命
の
尊
さ
が

叫
ば
れ
て
い
る

町
長

命
の
尊
さ
が
叫
ば
れ

て
い
る
今
日
に
、
み
ず
か
ら

の
命
を
絶
つ
と
い
う
こ
と
は

残
念
で
な
ら
な
い
。
行
政
は

あ
ら
ゆ
る
手
段
で
取
り
組
む
。

夷
藤

町
で
い
じ
め
の
報
告

は
あ
る
の
か
。

教
育
長

学
校
か
ら
い
じ
め

の
報
告
は
あ
る
。
各
学
校
で

は
未
然
に
防
止
、
早
期
発
見

の
対
応
に
努
め
、
い
じ
め
の

な
い
楽
し
い
学
校
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
る
。
た
だ
、
発

見
す
る
こ
と
が
困
難
な
も
の

も
あ
る
。

夷
藤

道
徳
教
育
の
授
業
数

は
年
間
３５
時
間
で
十
分
か
。

教
育
長

授
業
時
間
と
し
て

は
不
足
し
て
い
る
。

学
習
指
導
要
領
で
は
学
校

生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
を
と

ら
え
て
、
道
徳
教
育
を
計
画

的
に
行
な
う
こ
と
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。

夷
藤

台
風
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
な
ど
休
校
に
な
っ
た
場

合
に
、
道
徳
の
時
間
を
他
に

振
り
か
え
て
い
な
い
か
。

教
育
長

道
徳
に
限
ら
ず
、

あ
ら
ゆ
る
教
科
で
確
実
な
回

復
、
予
定
時
間
の
確
保
を
行

な
っ
て
い
る
。

夷
藤

友
達
と
の
つ
き
合
い

方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
道
徳
教
育
が
非
常

に
有
意
義
で
あ
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

教
育
長

物
に
依
存
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
人
間
関
係
が
希
薄

に
な
っ
て
い
く
。
家
族
や
友

達
、
人
間
の
つ
き
合
い
が
な

く
な
っ
て
い
く
こ
と
を
危
惧

し
て
い
る
。

アニメで感性を養え
環境をつくりたい 教育長

アニメで感性豊かな心を

夷藤 満 議員
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中
川

一
昨
年
、
イ
ン
ド
Ｉ

Ｔ
企
業
の
進
出
計
画
が
あ
っ

た
が
、
議
会
に
経
過
説
明
が

な
い
た
め
現
況
を
聞
く
。

都
市
整
備
部
長

ア
メ
リ
カ

経
済
の
悪
化
を
受
け
誘
致
に

至
ら
な
か
っ
た
。
議
会
へ
の

報
告
不
備
を
お
詫
び
す
る
。

中
川

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
ホ

テ
ル
業
者
の
進
出
が
あ
る
と

聞
く
が
状
況
を
示
せ
。

副
町
長

個
別
の
地
区
計
画

を
た
て
、
誘
致
活
動
を
進
め

て
い
く
。

中
川

先
般
か
ら
複
数
の
誘

致
案
件
を
聞
く
が
、
１
０
０

万
円
の
予
算
増
額
で
具
現
化

は
可
能
か
。

都
市
整
備
部
長

案
件
の
発

生
時
に
、
迅
速
に
対
応
す
る

た
め
計
上
し
た
。

中
川

耐
震
基
準
を
満
た
さ

な
い
ほ
の
ぼ
の
湯
は
、
建
替

え
案
も
浮
上
す
る
中
、
急
な

料
金
改
定
は
妥
当
か
。

町
民
生
活
課
長

周
辺
一
体

の
見
直
し
に
は
時
間
が
か
か

る
た
め
、
現
時
点
で
の
料
金

改
定
を
お
願
い
し
た
。

中
川

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
仕
事
が
な
い
会

員
が
い
る
と
聞
く
。
公
平
・

安
定
化
を
図
れ
。

町
長

で
き
る
限
り
仕
事
を

見
つ
け
出
せ
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
。

中
川

旅
順
口
区
と
友
好
関

係
を
結
ん
だ
が
、
以
前
か
ら

の
呉
江
市
と
の
関
係
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

町
長

現
在
も
交
流
が
行
な

わ
れ
て
い
る
。
更
に
関
係
維

持
に
努
め
て
い
き
た
い
。

格
差
の
緩
和
を
図
れ

中
川

金
沢
市
と
町
と
で
は

畑
地
か
ん
が
い
施
設
管
理
料

に
差
が
あ
る
。
格
差
の
緩
和

措
置
を
図
れ
。

調
査
研
究
す
る

都
市
整
備
部
長

現
在
赤
字

運
営
の
た
め
調
査
研
究
す
る
。

中
川

循
環
型
農
業
推
進
事

業
に
対
し
て
事
業
委
託
し
て

い
る
が
方
向
性
を
聞
く
。

都
市
整
備
部
長

「
医
・
農
・

知
」
構
想
を
基
に
、
今
後
も

啓
発
活
動
や
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
の

栽
培
に
取
り
組
む
予
定
。

中
川

鶴
ケ
丘
地
区
に
て
地

元
特
産
物
創
出
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
る
と
聞
く
が
、
事

業
概
要
を
示
せ
。

産
業
振
興
課
長

地
元
産
物

を
使
っ
て
商
品
化
を
業
務
委

託
し
、
製
品
化
し
て
い
る
。

中
川

今
年
度
、
う
ま
い
米

応
援
負
担
金
に
つ
い
て
予
算

増
額
の
理
由
を
聞
く
。

都
市
整
備
部
長

麦
１
０
０

％
の
給
食
パ
ン
を
麦
５０
％
米

５０
％
と
す
る
。
米
粉
加
工
の

た
め
、
町
が
一
部
負
担
す
る

た
め
で
あ
る
。

中
川

加
工
品
は
国
内
に
お

い
て
偽
装
発
覚
の
例
も
あ
っ

た
。
ル
ー
ト
を
示
せ
。

都
市
整
備
部
長

地
元
産
米

を
使
用
し
、
Ｊ
Ａ
を
通
じ
て

石
川
米
飯
で
米
粉
化
し
パ
ン

に
す
る
予
定
を
し
て
い
る
。

議会に経過説明がない
誘致に至らなかった 都市整備部長

中川 達 議員

インド メイプルズ社への訪問（平成１８年８月）
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ありゃ～どうなったがいね～追跡追跡追跡
定例会での一般質問のゆくえ

議会を傍聴しませんか
次の議会は６月に開催されます。
傍聴の受付は、3階のエレベー
ター横で行なっています。

議会事務局 TEL 286－6715

お詫びと訂正
議会だより第１００号の１２頁およ
び２２頁の内容に誤りがありました。
右記のとおり訂正し、お詫び申し
上げます。

《１２頁 視察レポート》
【誤】ふるさと未来づくり推進計

画（北勢線）
【正】ふるさと未来づくり推進計

画（伊勢市）

《２２頁 一般質問 写真キャプション》
【誤】鶴ケ丘小学校エコスクール

取り組み発表
【正】大根布小学校５年生のみな

さんによるエコ活動の取り
組み発表

財政確保のため特別組織を
新規継続的歳入の確保するため、企業誘致、
定住促進、交流人口の拡大を町の最重要課題
に位置づけるべき。行政、民間、議会、企業
などの機関で構成する特別組織を編成して集
中的に取り組め。

【平成２０年６月議会 南 和彦議員】

早急に協議検討する
町は、２０年１１月に「企業誘致及び定住促進
等推進委員会」を立ち上げ、翌年1月から
定住促進奨励金制度を開始した。同年９月に、
企業の進出に効果的な環境を作るべく、総合
計画に基づいたプランをより具体的にするた
め、２２年度から、企業立地推進担当部長を配
置し迅速に推進していく。

食生活は町の指導の一環だ
新たに食育予算が設けられている。もちろ
ん、給食の質の向上が求められ、パン食、そ
して米飯と食を満遍よく考えられている。食
の問題、安全も非常に重要。安心して食生活
に携われることも町の指導の一環だ。

【平成２０年３月議会 中川 達議員】

食育推進計画の策定に向け努力する
平成２２年３月に「うちなだ食育推進計画」
を制定。今後は食育推進専門部会を設置し、
関係機関の連携、ネットワークづくりを進め、
家庭と地域に「食」の重要性に理解と協力を
求めていく。

�町ホームページで、インターネット配信されています。

町議会Eメールアドレス gikai@town.uchinada.lg.jp
町ホームページ http : //www.town.uchinada.lg.jp

生活環境の整備が進む白帆台（第３公園）

答 弁

議会録画をご覧下さい

第２回食育大会（３月２７日）

答 弁
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編
集
編編
集集後

記
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記記

議
員
は
町
民
の
た
め
を
モ
ッ
ト
ー
に

今
回
紹
介
す
る
人
は
、
向
粟

崎
の
中
川

進
さ
ん（
５６
歳
）

で
す
。

◆
内
灘
町
に
住
ん
で
何
年
に
な

り
ま
す
か
？

○
内
灘
生
ま
れ
の
内
灘
育
ち
で
、

小
学
生
ま
で
は
大
根
布
、
中

学
生
か
ら
向
粟
崎
に
移
り
、

現
在
も
住
ん
で
い
ま
す
。

◆
小
・
中
学
校
時
代
は
、
ど
ん

な
遊
び
を
し
ま
し
た
か
？

○
小
学
校
の
と
き
は
魚
釣
り
や

海
水
浴
、
友
達
と
の
ビ
ー
玉

遊
び
な
ど
も
っ
ぱ
ら
外
で
遊

ん
で
い
ま
し
た
。
中
学
校
の

と
き
は
野
球
の
部
活
動
に
明

け
暮
れ
て
い
ま
し
た
。

◆
当
時
と
比
べ
て
町
は
ど
の
よ

う
に
変
わ
り
ま
し
た
か
？

○
当
時
は
旧
部
落
の
み
で
人
口

も
少
な
く
皆
顔
見
知
り
で
し

た
。
今
は
新
し
い
団
地
が
で

き
上
下
水
道
も
整
備
さ
れ
発

展
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
近

所
と
の
付
き
合
い
が
少
な
く

な
っ
た
気
が
し
ま
す
。

◆
親
し
ん
で
い
る
趣
味
や
ス

ポ
ー
ツ
は
あ
り
ま
す
か
？

○
２
年
前
か
ら
家
庭
菜
園
を
自

宅
の
横
で
始
め
ま
し
た
。
畑

の
世
話
は
大
変
で
す
が
、
何

よ
り
も
作
物
の
成
長
が
楽
し

み
で
す
。

月
に
１
回
程
度
の
ゴ
ル
フ
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

◆
家
庭
菜
園
を
通
じ
て
得
た
も

の
は
？

○
野
菜
作
り
の
大
変
さ
と
食
の

有
難
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

◆
内
灘
町
の
魅
力
や
良
い
と
こ

ろ
は
何
で
し
ょ
う
か
？

○
日
本
で
も
有
数
の
規
模
を
誇

る
内
灘
砂
丘
と
白
山
連
峰
が

一
望
で
き
る
自
然
環
境
の
す

ば
ら
し
さ
で
す
。

◆
現
在
の
町
に
望
む
こ
と
は
な

に
か
あ
り
ま
す
か
？

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
時
間

間
隔
や
時
間
帯
な
ど
を
考
慮

し
、
利
用
促
進
を
め
ざ
し
て

ほ
し
い
。

◆
議
会
を
傍
聴
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？

○
一
度
だ
け
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

機
会
が
あ
れ
ば
傍
聴
し
て
み

た
い
で
す
。

議
員
は
町
民
の
た
め
を
モ
ッ

ト
ー
に
頑
張
っ
て
欲
し
い
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
清
水
文
雄

平成21年中に内灘町議会を
傍聴された方は225 人です。
３月定例会 ６６人
６月定例会 ５６人
９月定例会 ４８人
１２月定例会 ５０人
第１回～第５回臨時会 ５人

思
い
切
り
大
き
な
声
で
「
カ

マ
キ
リ
の
卵
見
つ
け
た
ぞ
」

「
大
根
だ
」「
桜
の
花
」

遊
歩
道
で
花
見
に
き
た
小
学

生
た
ち
が
、
宝
物
を
み
つ
け
小

さ
な
手
の
ひ
ら
に
そ
っ
と
の
せ
、

目
を
輝
か
し
て
い
ま
す
。

「
議
会
改
革
」
と
し
て
今
定

例
会
よ
り
新
年
度
予
算
案
を
議

会
全
員
協
議
会
の
場
で
２
日
間

審
議
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
で

は
一
問
一
答
方
式
を
取
り
入
れ
、

わ
か
り
や
す
い
と
い
う
感
想
も

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
も
、
身
近
な「
議

会
」
に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
北
川

悦
子
〕

突撃！！
街かどインタビュー

お孫さんと一緒に

あなたの声

中川 進さん（向粟崎）
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